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54年 

【長寿のお祝いを受ける最高令者の世良馬吉さん（写真左）】 

町 の 人 口 

人 口 9,422 人 （増33) 

男 4,513 人 （増17) 

女 4,909 人 （増16) 

世帯数 2,993世帯（増9) 

出生 8人 転入 57人 

死亡 7人 転出 25人 

(54年9月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

【赤池小唄を踊る婦人会の皆さん田】 

【養命大学の皆さんによる民謡】 

町敬老会盛会．ノ『おとしより563人が出席』 

月 
妬. 2 0 2号 

生きる意欲をもって、まだまだ長生きして下さい 

町敬老会が10月15日、午前11時から町民会館において行われました。 「生きる意欲を持 

ってもらおう」と毎年開いているもので、今年も式典に引き続き会食とアトラクションが 

行われ、四保育所の園児たちによる踊りや養命大学、老人ホーム、婦人会の皆さんによる 

舞踊や演芸を楽しみました。また、長寿を祝って東芝EMI専属三上雅代さんから赤池小 

唄のプレゼントがあI）、婦人会ほか皆さんの踊りの協力もあって盛り上った敬老会となり、 

おとしよりから盛んな拍手がおくられていました。これからも健康に十分気を配り、まだ 

まだ長生きして、来年もまた元気な姿を見せてください。 
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討
報
世
良
馬
吉
さ
ん
（
 98
 

歳） 

十
月
十
五
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
町
 

民
会
館
に
お
い
て
町
敬
老
会
が
行
わ
れ
 

た
。
こ
れ
は
町
内
在
住
の
七
十
歳
以
上
 

（
明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
方
）
の
高
令
者
に
対
し
、
 

そ
の
長
寿
を
祝
し
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
 

曇
同
令
者
世
良
馬
吉
さ
ん
（
九
十
八
歳
）
 

上
野
上
谷
、
に
町
議
会
よ
り
議
長
表
彰
 

が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
知
事
表
彰
 

は
八
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
の
方
（
一
一
 

百
一
一
十
ニ
名
）
に
贈
呈
さ
れ
た
。
 

な
お
、
敬
老
会
該
当
者
年
令
別
数
お
 

よ
び
表
彰
の
方
は
次
の
と
お
り
 

（
年
令
）
 

（
人
数
）
 

七
〇
ー
七
九
歳
 
六
四
七
人
 

八
〇
ー
八
九
歳
 
二
一
四
人
 

九
〇
歳
以
上
 

八
人
 

計
 

八
六
九
人
 

（
男
三
六
四
人
・
女
五
〇
五
人
）
 

③
九
〇
歳
以
上
「
八
人
」
 

（
氏
名
）
（
性
別
）
（
年
令
）
 

（
住
所
）
 

世
良
馬
吉
③
 
九
八
歳
 
下
小
路
 

武
末
ヒ
ナ
②
 
九
五
歳
 
下
町
一
一
 

太
田
彦
市
⑤
 
九
四
歳
 
上
里
一
一
 

香
野
繁
蔵
⑤
 
九
二
歳
 
堀
田
 

中
川
チ
ナ
＠
 
九
二
歳
 
車
道
一
一
 

太
田
源
次
⑤
 
九
〇
歳
 
原
 

松
尾
タ
ッ
＠
 
九
〇
歳
 
高
尾
一
一
 

野
崎
次
郎
助
⑧
 
九
〇
歳
 
下
西
 

O
米
寿
（
八
八
歳
）
「
七
人
」
 

熊
谷
玄
九
郎
⑤
 
下
小
路
 

町の最高長寿者は明治15年2月1日生まれの世良馬吉さん 

（上野上谷＝写真） 

●年令-98歳 ●子供一4人 孫一15人 ひ孫-17人 
●楽しみ一畑作業（花造り）、テレビ（相撲、時代劇）、 

とくに水戸黄門力汝子き。 

●好きな食べ物、飲み物ーーバナナ、カキ、サイダー 

●健康一毎朝畑仕事（花造り）を昼まで行い、昼からは 

テレビ観賞。 

朝食は毎朝、生タマゴ1ケをごはんにかけて食 

べている。三度の食事前にブドー酒を少々のん 

でいる。目が少し不自由のほかは、お元気でい 

’らっしゃいます。 

、

、

・

I

ノ
 

町
統
一
『
秋
の
祭
典
』
 

盛
大
に
行
わ
る
ノ
 

ー
 
10 

月
9

・ 
10 

日
の
両
日
ー
 

【
九
支
所
山
笠
】
 

今
年
で
五
回
目
の
赤
池
町
統
一
の
秋
 

祭
り
が
十
月
九
日
・
十
日
の
両
日
に
行
 

わ
れ
た
。
 

今
年
は
各
地
区
公
民
館
が
積
極
的
に
 

取
り
組
ん
だ
た
め
、
山
笠
六
台
（
八
、
 

九
、
十
、
士
一
、
十
五
、
二
十
四
支
所
 

）
、
子
ど
も
み
こ
し
七
台
（
十
一
、
十
 

四
、
十
六
・
十
七
、
十
八
、
十
九
、
一
一
 

十
、
二
十
二
、
二
十
三
支
所
）
と
過
去
 

四
回
に
な
い
盛
り
上
っ
た
祭
典
と
な
っ
 

た。 【
八
支
所
山
笠
】
 

両
日
と
も
快
晴
の
秋
空
の
下
で
、
各
 

地
区
か
ら
出
さ
れ
た
山
笠
や
み
こ
し
の
 

笛
や
太
鼓
の
音
が
町
全
体
に
響
き
わ
た
 

り
、
威
勢
よ
く
引
く
青
年
や
子
ど
も
た
 

ち
の
か
け
声
が
お
祭
り
気
分
を
十
分
盛
 

り
あ
げ
た
。
 

十
日
朝
に
は
町
民
会
館
前
に
集
合
し
 

た
山
笠
や
子
ど
も
み
こ
し
を
是
非
み
よ
 

う
と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
 

緒
に
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
う
れ
し
そ
 

う
に
見
物
し
て
い
る
姿
が
た
く
さ
ん
み
 

ら
れ
た
。
 

又
、
協
賛
事
業
と
し
て
人
気
の
カ
の
 

進
 
金
雄
⑨
 
天
郷
荘
 

高
橋
 
勇
⑨
 
天
郷
荘
 

上
村
岩
吉
⑤
 
大
谷
 

立
花
荘
一
⑤
 
八
の
】
一
 

皆
川
儀
八
⑤
 
車
道
一
一
 

水
野
マ
ッ
ェ
④
 
車
道
一
一
 （

敬
称
略
）
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 投票率前回上回る 

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
最
高
裁
 

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
十
月
七
日
、
 

午
前
七
時
か
ら
一
斉
に
行
わ
れ
六
、
〇
 

九
二
人
が
午
後
六
時
ま
で
に
投
票
を
し
 

た
。
当
町
で
は
第
一
投
票
所
（
役
場
旧
 

第
二
公
民
館
）
、
第
二
投
票
所
（
上
野
 

小
体
育
館
）
、
第
三
投
票
所
（
中
尾
保
 

育
所
）
の
三
カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
 

前
回
の
投
票
率
八
六
・
六
七
督
を
や
や
 

上
回
る
八
七
・
四
五
督
と
い
う
投
票
結
 

果
と
な
っ
た
。
 

【
十
支
所
山
笠
】
 

ど
自
慢
大
会
）
を
は
じ
め
、
文
化
団
体
 

の
芸
能
発
表
会
や
囲
碁
大
会
な
ど
も
同
 

時
に
行
わ
れ
た
。
 

【
十
二
支
所
山
笠
】
 

【
各
候
補
者
を
投
票
す
る
有
権
者
】
 

九
月
十
七
日
に
公
示
さ
れ
た
こ
の
総
 

選
挙
は
、
各
党
よ
り
六
人
（
定
数
四
人
）
 

の
立
候
補
者
に
よ
り
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
 

地
元
（
本
町
）
の
田
中
六
助
内
閣
官
房
 

長
官
が
現
職
大
臣
の
強
み
を
見
せ
、
翌
 

日
開
票
を
待
た
ず
に
早
々
と
当
選
を
き
 

め
た
。
 

開
票
は
即
日
、
午
後
七
時
か
ら
町
民
 

会
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
 

当
日
の
有
権
者
は
六
九
六
六
人
で
、
投
 

票
者
数
六
〇
九
二
人
、
有
効
投
票
六
〇
 

三
一
票
、
無
効
投
票
六
一
票
で
し
た
。
 

③
各
候
補
者
の
町
内
得
票
数
 

か
じ
 

清
（
公
明
党
）
 

五
九
四
票
 

中
西
せ
き
介
（
社
会
党
二
、
五
一
五
票
 

く
ら
内
修
治
（
自
民
党
）
 

九
二
票
 

田
中
 
六
助
（
自
民
党
）
三
、
三
一
七
票
 

荒
木
 
昭
三
（
無
所
属
）
 

二
一
票
 

三
浦
 

久
（
共
産
党
）
 

五
〇
一
票
 

（
届
出
順
位
）
 

、LH
「ソ 

〕

 

【
十
五
支
所
山
笠
】
 

和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

燈
台
記
念
日
・
自
衛
隊
記
 

念
日
 

2
日
（
金
）
 

町
文
化
祭
（
4
日まで） 

十
」
夜
 

3
日
（
土
）
 

文
化
の
日
 

4
日
（
日
）
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

ソ
連
革
命
記
念
日
 

国
会
議
事
堂
新
築
落
成
（
s
 1
1
 

) 

8
日
（
木
）
 

立
冬
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
X
線
発
見
（
s
嬰
 

9
日
（
金
）
 

太
陽
暦
採
用
記
念
日
 

10 

日
（
土
）
 

技
能
の
日
 

11 

日
（
日
）
 

第
六
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

世
界
平
和
記
念
日
 

15 

日
（
木
）
 

七
五
三
祝
い
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
）
ン
タ
m
) 

ス
エ
ズ
運
河
開
通
 

19 

日
（
月
）
 

一
茶
忌
・
農
協
記
念
日
 

23 

日
（
金
）
 

勤
労
感
謝
の
日
・
小
雪
 

24 

日
（
土
）
 

26 

日
（
月
）
 

農
業
祭
 

B
 29 

東
京
初
空
襲
（
s
 19
 

) 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

始
ま
る
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
m
) 

ノ
ー
ベ
ル
賞
制
定
（
M
 34
 

) 

【
二
十
四
支
所
山
笠
】
 

一
一
〇
番
通
報
は
 

一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
で
 

す
。
住
民
と
警
察
を
結
ぶ
大
切
な
き
ず
 

な
で
す
。
こ
れ
の
利
用
者
は
ま
す
ま
す
 

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 
一
方
 

で
は
間
違
い
や
緊
急
で
な
い
電
話
も
多
 

く
、
緊
急
通
報
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
次
の
こ
と
に
よ
り
正
し
い
一
一
〇
 

番
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

①
ど
ろ
ぽ
う
、
け
ん
か
、
ひ
き
逃
げ
、
 

押
売
り
な
ど
の
事
件
、
事
故
の
被
害
 

に
あ
っ
た
り
、
目
撃
し
た
と
き
。
 

②
人
に
脅
か
さ
れ
た
り
、
暴
力
を
ふ
る
 

わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
。
 

③
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
や
、
怪
し
い
 

者
を
見
か
け
た
と
き
。
 

〈
一
一
〇
番
の
通
報
要
領
〉
 

こ
ん
な
時
に
ノ
 

①
何
が
起
き
た
か
（
ケ
ン
カ
で
す
。
）
 

②
ど
こ
で
（
o
o
郵
便
局
の
前
で
す
。
）
 

③
い
つ
ご
ろ
（
今
か
ら
五
分
前
。
）
 

④
ど
う
な
っ
て
い
る
（
け
が
人
は
…
。
）
 

⑤
犯
人
の
（
人
相
特
徴
、
逃
走
方
向
。
）
 

⑥
通
報
者
は
住
所
と
名
前
、
電
話
番
号
 

を
告
げ
る
よ
う
。
 

《
こ
ん
な
用
件
は
別
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
》
 

里
息
見
、
要
望
、
落
し
物
、
拾
い
物
の
 

届
出
、
問
合
せ
、
少
年
相
談
、
そ
の
 

他
暴
力
事
案
、
情
瑠
報
等
は
近
く
の
派
 

出
所
、
駐
在
所
、
ま
た
は
本
署
の
②
 

ー
二
一
二
〇
番
へ
。
 

③
自
動
車
運
転
免
許
、
交
通
事
故
等
の
 

相
談
は
本
署
の
②
ー
二
一
二
〇
番
へ
 

田
川
警
察
署
 


